
お問合せ＆講座のお申込み ⇒ なは女性センター窓口でも受付しています。受講無料です。 

なは女性センター  TEL.098-951-3203 / FAX.098-951-3204 

なは女性センター講座2022 

 

明治時代以来、沖縄の離婚率は全国的に高い数値を示してきました。そして1985(昭和60)年 

以降は、全国１位を独走しています。 

そもそも、沖縄に「嫁入り」という言葉がないのはなぜでしょうか？「離婚に寛容な沖縄社会」は 

どのように形成されていったのか興味深く感じます。 

敗戦後の衣食住は「アメリカ世」のもとで新しい文化を築いてきましたが、明治以降の家父長制

社会の影響は、男系継承を基本とする「トートーメー問題」を含め、〝伝統文化〟のごとく残り続け

ています。 

今回の講座では、とりわけ1957年の新民法施行以降の社会環境の変化と、家庭における 

ジェンダーロールが女性たちの意識の変革にどう影響を及ぼしたのか、離婚率の高さの背景に 

ついて、戦後沖縄女性史をひも解きながら受講者と一緒に考えます。 

＊市在住･在勤･在学の方は手話通訳が利用できます。 

 2023年1月20日(金)午後5時までにお申し込みください。 

 なお、一時保育は当面の間、休止いたします。 

●講師プロフィール 

 1949年、座間味村に生まれる。沖縄の月刊

誌の記者、編集者を経て、フリーライターに。

『座間味村史』(全３巻)をまとめたあと、那覇市職員になって『那

覇女性史』(前近代･近代･戦後編)を発行。その後、那覇市歴史資

料室に異動し、『那覇市史』の編集に携わる。 

 2010年３月那覇市歴史博物館を定年退職し、沖縄大学、琉球

大学、沖縄国際大学で非常勤講師を１０年勤める。1994年より、新

沖縄県史編集委員会委員を務め、現在副会長。女性史部会長と

して『沖縄県史 女性史』(沖縄県教育委員会)を2016年刊行。 

 著書『母の遺したもの―沖縄・座間味島｢集団自決｣の新しい証

言』(高文研 2000年)は、2001年度沖縄タイムス出版文化賞を

受賞。2008年には新証言を受けて加筆・修正した新版を発行。 

講座のお申込みは、右記の
QRコードからもできます。 

日 時 １月28日(土) 午後２時～４時 

講 師：宮城  晴美
み や ぎ   は る み

さん （沖縄女性史家） 

会場：なは女性センター学習室 

対象者：関心のある方 

定 員：３６人(事前申込先着順) 


